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内容

1. 検索編(Searching the Medical Literature)
a. 疑問の明確化

b. 情報源の選択

c. 検索戦略

d. シソーラスの理解

e. 主な文献DBの使い方を理解

2. 吟味編(Critical Reading/Critical Appraisal)
a. エビデンスレベルについて

b. エビデンスの信頼性について合理的に説明でき
るようになる
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EBMのフローチャート
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臨床の疑問(Clinical Question)
<シナリオ1>

ヒトアルブミン製剤は「１アルブミンの喪失
（熱傷，ネフローゼ症候群等）及びアルブミン
合成低下（肝硬変症等）による低アルブミン
血症，２出血性ショック」を適応症としており、
重篤な患者に使用されるケースが多い薬剤
である。しかし厚生労働省からどうもこの薬
剤は逆に死亡率を上げているらしいので、気
をつけたほうが良いとの通知があった。この
薬剤についてあなたは不安になったので、調
べてみることにした。
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疑問の明確化(Framing the Question)
0.   カテゴリは何か(category): 

治療(therapy)，診断(diagnosis)，病因(etiology)，
予後(prognosis)

1. 対象者(population): 
どんな対象者か？

2. 介入or曝露(interventions or exposures)
比較しようと思っている治療法、または危険かもしれない

曝露は何か？

3. アウトカム (outcome): 
生じる結果のうち重要なものは何か？
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疑問の明確化 (シナリオ１)

カテ
ゴリ

対象者 介入 or 曝露 アウトカム

シナリオ１ 治療 循環器血流量
減少，熱傷，あ
るいは低アルブ
ミン血症の危篤
患者

ヒトアルブミン

投与

死亡率
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例題2：臨床の疑問(Clinical Question)
<シナリオ2>

55歳の女性で、II型糖尿病と高血圧があ

る。メトホルミンによって血糖は非常によく管
理されていて、合併症の病歴はない。高血圧
を治療するために彼女は毎日少量のサイア
ザイド系利尿剤を服用している。ここ6ヶ月間
の血圧は155/88mmHgあたりにある。
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カテ
ゴリ

対象者 介入 or 曝露 アウトカム

シナリオ2

疑問の明確化 (シナリオ2)

治療 高血圧で合併
症のないII型
糖尿病患者

降圧剤によっ
て目標最低血
圧を90mmHg
とするか
80mmHgとす

るか

脳卒中、
心筋梗塞、
心血管死、
総死亡率
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情報源の選択

情報源 媒体 解説

MEDLINE
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/PubMed
(PubMed)無料

Online
(CD)

1966年から医学．看護，歯学，

保健医療分野から前臨床領域
までカバーした NLMが制作し
た文献DB．約70カ国の4,000
誌以上から年間40万件を超え

る文献の情報および抄録等が
収載されている．

中央医学雑誌
http://www.jamas.gr.jp/index.htm
紀伊国屋、丸善、ユサコ、サンメディア

冊子
Online
CD

起源は1903年。収載は
CD1987年～、Onlineは1983
年～。約2400誌から年間28万

件を超える文献が収載される。

【2次資料の利用】オリジナルの論文，例えば学術論文や学位論文が1次
資料であり，これら膨大な1次資料の内容を要約したり，目次のみ載せる
などして検索しやすくした資料集が2次資料であり，キーワード，著者名な

どから検索できる．

http://www.jamas.gr.jp/index.htm
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/PubMed
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情報源の選択

情報源 媒体 解説

Cochrane Library
www.update-software.com/
国内では南江堂、ベルブック等

CD
Online

コクラン共同計画によって1996年

から提供されている。詳細は後述。

Clinical Evidence
www.clinicalevidence.org
国内では南江堂

冊子
(CD)
Online 

1999年よりBMJから発行

印刷版は半年ごと、オンラインは毎
月更新。内科、外科、看護など網羅

UpToDate
www.uptodate.com
国内では南江堂

CD
Online

内科系19領域。診療・治療・予防。
現在5000トピック収載。年3回更新

【2次的峻別文献集】各分野のエキスパートにより、予め質の

高い論文を選りすぐって集め、解説した文献集

http://www.uptodate.com/
http://www.clinicalevidence.org/
http://www.update-software.com/
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検索戦略 (boolean法)

検索A AND 検索B    検索A OR 検索B    検索A NOT 検索B

２つ以上の検索結
果の共通する文献
に絞る．

２つ以上の検索結
果のいずれかに存
在する文献にまと
められる．

Not以下の検索結

果に存在する文献
を除外する．A  
NOT  Bでは検索Ａ

から検索Ｂとの重
複部分が除かれる．
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検索戦略(WordとThesaurus)
Word検索

論文にふられたキーワードやタイトル，アブストラクトで使わ

れた単語を検索する方法

「Cancer(がん)」で検索

しかし人によっては「Tumor(腫瘍) 」と書くかも？

よく統計では「Neoplasm (新生物)」と書くし･･･

複数形sも考えると大変だ・・・

Neoplasmsを代表としよう！
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検索戦略(TextとThesaurus)
新生物でも乳がんは？

ポリープは？

Diseases Category
Neoplasms

・・・・

Neoplasms by Site
・・・

Breast Neoplasms

・・・

Polyps
・・・

Thesaurus(シソーラス)：
同義語，類義語，関
連語，概念上広義また
は狭義の用語を体系
的に辞書化したもの

MeSH(メッシュ)：
(Medical Subject Headings)

NLMが医学用語目的

に作成したシソーラス
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検索戦略(TextとThesaurus)

新生物の論文でも治療の論文もあれば、病因の論文もあ
るだろうし・・・

<Subhedings> 

□analysis □blood ･･･□diagnosis ･･･ □etiology ・・・

□therapy ・・・

NLMの司書はなるべく下位の用語をつける

<Explode機能>
MeSHの下位概念も含めた一括検索をする．
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検索戦略
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The Cochrane Libraryで検索してみる

albumin AND mortality
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検索編：The Cochrane Library
1.1. The Cochrane Database of Systematic Reviews (CDSR)The Cochrane Database of Systematic Reviews (CDSR)

Collaborative Review Groupによってなされたレビューの結果が
meta-analysisのグラフとともある．[complete reviews]はreview
が終了したもの，[protocols]はreviewのためのprotocolはあって
進行中だが，reviewはまだ終わっていないもの．

2.2. Database of Abstracts of Reviews of Effectiveness (DARE)Database of Abstracts of Reviews of Effectiveness (DARE)
英国York大学のCenterで篩にかけられたレビューを中心とする．
構造化抄録の形式をとる．ACP Journal Clubのレビュー論文の
構造化抄録なども含む．

3.3. The Cochrane Central Register of Controlled Trials (CENTRAL)The Cochrane Central Register of Controlled Trials (CENTRAL)
コクラン共同計画によって登録されたRCT（Randomized 
Controlled Trial）またはControlled Clinical Trial (CCT)の書誌情
報．

4. The Cochrane Database of Methodology Reviews (CDMR)
システマティックなレビューをするための方法論についてのデータ
ベース．
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検索編：The Cochrane Library
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検索編：The Cochrane Library
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PubMedで検索してみる
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/PubMed

Side Bar
サイドバー

Features Bar 
フィーチャーズ
バー

Query Box
検索用語を入れ
て検索
雑誌名はフルで
も略でも可
著者名はラスト
ネームをフル、
ファーストネーム
およびミドル
ネームはイニ
シャルで入力
前方一致は＊を
後ろにつける

Goで検索

albumin 
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検索編：PubMed
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検索編：PubMed
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検索のヒント

介入：Albumin
Text 
Word

albumin

MeSH
Terms

albumins

アウトカム
mortal*

研究デザインや
カテゴリ
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PubMedで検索してみる

mortal*
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検索編：PubMed

#1 AND #2
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検索編：PubMed
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検索編：PubMed
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検索編：PubMed

検索フィールド

論文の種類
Publication Type

Clinical Trial（臨床試
験）, Letter（投書）
Meta-Analysis（メタ
アナリシス）, Practice 
Guideline（臨床ガイ
ドライン）, 
Randomized 
Controlled Trial（無
作為化比較試験）
Review

出版日/登録日

年齢

性別

人間か動物か

使用言語
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検索編：PubMed
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検索編：PubMed

電子論文が公
開されている

(PubMed Central)

抄録がある

抄録ない

さらに詳細
が見られる
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検索編：PubMed



University of Tokyo Clinical Bioinformatics

検索編：PubMed
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検索編：PubMed

#3
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検索編：PubMed
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検索編：PubMed

クリップボード
にコピーされる。
重複は自動的
に削除される。
500件保存で
きるが、1時間
後に消滅。
他にテキスト
表示、ファイル
での保存やE-
mailでの送信、
文献オーダも
できる。

並び変え(著
者、雑誌名、

出版年)
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検索編：PubMed



University of Tokyo Clinical Bioinformatics

PubMedの便利な使い方(Journalの略称検索)
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PubMedの便利な使い方(MeSH検索)
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吟味編： エビデンスのレベルと勧告のグレード
David L Sackett et al.: Evidence-based Medicine—How to practice and teach EBM—.  2ed, London, 

Churchill Livingstone, 2000.

グレード レベル 治療／予防／病因／害について

1a 無作為化比較試験の系統的レビュー(均質)

1b 個別の無作為化比較試験(狭い信頼区間)

1c 対象者が全て死亡または死亡者なしの場合

2a コホート研究の系統的レビュー(均質)

2b 個々のコホート研究(質の低い無作為化比較試験を含
む：例えば追跡率80％未満)

2c “アウトカム(結果)”研究

3a 症例対照研究の系統的レビュー(均質)

3b 個別の対照症例研究

C 4 一連の症例(質の低いコホート研究や症例対照研究)

D 5 専門家の明確な批判的吟味のない意見，または生理
学的研究に基づいたものや，“第一原理”というもの．

B

A
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吟味編: RCT至上主義に陥ってはいけない

○が観察研究、●はRCT
Concato J, et al.: Randomized, controlled trials, observational studies, and the 

hierarchy of research designs. N Engl J Med 2000;342:1887-92より

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた
『Range of Point Estimates According to Type of Research Design』

の図を省略させて頂きます。
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吟味編: 臨床の疑問と研究デザインの組み合わせ

臨床の疑問 デザイン

診断

有病率

発生率

リスク

予後

治療

予防

原因

有病率調査

有病率調査

コホート

コホート

症例対照

コホート

臨床試験

臨床試験

コホート

症例対照
Fletcher, RH, et al. : Clinical Epidemiology. 3ed, より
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吟味編：様々なチェックリスト
1. Flecherらの「臨床研究の妥当性決定に関する基本ガイドラ

イン」

2. McMaster大学の「ワークシート(治療、診断、病因・副作用、
予後、レビューの５種類)やハンドカード」

3. CASP（Critical Appraisal Skills Programme) Japanの
ワークシート(RCT用、系統的レビュー用、ガイドライン用、
質的研究用)

2,3はCASP Japanのホームページhttp://caspjp.umin.ac.jp/ 参照。

またRCT論文投稿のための「CONSORT声明」やシステマティック・レビュー/
メタアナリシス論文投稿のための「QUOROM声明」、疫学分野における
観察研究のメタアナリシス 報告のための提案「MOOSE声明」がある。

http://www.sphere.ad.jp/cont/CONSORT_Statement/menu.html

http://caspjp.umin.ac.jp/
http://caspjp.umin.ac.jp/
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吟味編：Flecherらの「臨床研究の妥当性

決定に関する基本ガイドライン」

1. すべての研究用

2. 診断的検査に関する研究用

3. 有病率研究用

4. コホート研究用

5. ランダム化試験用

6. 症例対照研究用

7. メタアナリシス用



University of Tokyo Clinical Bioinformatics

吟味編：Flecherらの「臨床研究の妥当性

決定に関する基本ガイドライン」

1. すべての研究用

a. その研究が解答しようとしているのは、どのような
種類の臨床の疑問か？

b. どのような患者群、変数、結果を研究しているか
(外的妥当性)？

c. 所見がバイアスがかかった結果である可能性は
どの程度か(比較群間の差：患者特性、測定)？

d. 効果の大きさはどの程度か？

e. 結果はどの程度、偶然だけで起こりうるか(信頼
区間、p値、検出力)？
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吟味編：Flecherらの「臨床研究の妥当性

決定に関する基本ガイドライン」

7. メタアナリシス

a. 関連している研究をすべてみつけたか(パブリケー
ションバイアス)？

b. メタアナリシスには科学的に強固な研究のみを用
いたか(バイアスの可能性はないか)？

c. 効果の要約推定値を算出する場合
① 研究は均一か(患者、介入、アウトカムは同様か)？
② 研究サイズにしたがって重み付けされているか(大規模>

小規模)？
d. 質と結果が関連しているか(良いスタディ=信頼)？
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最後に

利用可能な最善
の科学的な根拠

患者の価値
観及び意向

臨床的な専
門技能

EBMEBM
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